













































                                                   
1「シベリア抑留新資料」『読売新聞』2015 年 1 月 4 日、1 面。 
2 若槻泰雄『シベリア捕虜収容所 ソ連と日本人 上下』サイマル出版会、1979 年 
3 小林昭菜「長勢了治『シベリア抑留全史』の紹介と今後の抑留研究における課題」法政




























(RG341)、個人監視ファイル(IRR Personal Files)を扱った。 
  
                                                   
4 Государственный архив Российской Федераций. (以下 ГА РФ) 
5 Архив внешней политики Российской Федераций. (以下 АВП РФ) 
6 Российский государственный архив социально-политической истории.  
7 Российский Государственный военный архив.  
8 Центральный архив Министерства обороны Российской Федераций.  
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第 1 章 大日本帝国の敗北と関東軍将兵の抑留 
第 1 章では、そもそもなぜ関東軍兵士将校がソ連へ移送されたのかという最も基本的な
疑問を検証するため、日本人軍事捕虜抑留決定の背景を考察した。ソ連が関東軍9将兵移送



























                                                   
9 中国東北地方に駐留した日本の陸軍部隊。1938 年～39 年にソ連軍と張鼓峰事件、ノモ
ンハン事件など局地戦争を行い敗北。1941 年独ソ戦開始に伴い関特演を実施し 70 万人
に大増員したが、1945 年 8 月 9 日のソ連軍の進攻により敗退した。『日本史辞典』岩波
書店、1999 年、1278 頁。 
10 Карпов. В. В. Пленники Сталина. Сибирское интернирование японской 
армии.1945─1956гг. Киев-Львов, 1997.с. 43. 







の歩み』）、59 万人（ソ連『プラヴダ』紙 1945 年 9 月 12 日）、60 万人（若槻泰雄
1979）、64 万人（カルポフ 1997）、70 万人（長勢了治 2013）などがある。しかし筆者が
発見した 1945 年 12 月 8 日付の秘密報告書では、軍事捕虜総数を 646,720 人（第一極東
方面軍 301,658 人、第二極東方面軍 125,207 人、ザバイカル方面軍 219,855 人）と記録、
続けて 18 日の報告書（手書き）では、第一極東方面軍：301,658 人のうち日本人は
286,427 人、第二極東方面軍：125,207 人のうち日本人 119,322 人、ザバイカル方面軍：


















第 2章 日本人軍事捕虜の移送とラーゲリでの生活 









示するようソ連に求めたが叶わず、中国革命後の 49 年 12 月 21 日には、対日理事会第 102
回会議の中で、ソ連で死亡した日本人の死亡者は 37 万 4,041 人であるという根拠のない数
字を発表した12。 
第 2 章第 1 節では、日本人捕虜の移送過程についてロシア公文書史料より考察した。捕
虜の移送が開始されたのは 1945 年 9 月からとみられ、10 月 4 日の時点で 611,237 人を
100％とした場合、45％の移送が完了、その後 10 月末までの間に残り 143,000 人を移送
し、69％が完了、1945 年 12 月までに捕捉したほとんどがソ連へ移送されたことを明らか
にした。 
第 2 節では、日本人軍事捕虜の抑留 1 年目に大量発生した死亡率の原因とソ連側が講じ
たその対策についてロシア公文書史料から考察した。日本人軍事捕虜は、ソ連に抑留された





が配置されたハバロフスク地方では、1945 年 11 月と 12 月で 2 倍以上死亡者数が増え、同
地方の中でも、コムソモリスク第 18 ラーゲリの死亡率が他のラーゲリに比して最も高かっ
た。しかし死亡率の高さの原因はソ連の管理能力だけでなく、第 18 ラーゲリでは、45 年 9






                                                   
12 Катасонова. Е.Л. Японские военнопленные в СССР: большая игра великих 




























ば、46 年 12 月に調査した 13 通のはがきのうち、ソ連は素晴らしい国/ロシア人は親切と
書いた者が 6 人、友の会/『日本新聞』/ソ連の教化について書いた者が 4 人、日本で新し







                                                   
13 引揚げ援護局『引揚げ援護の記録』1950 年、28 頁。 









外務省の調査記録によると、46 年から 50 年 9 月までに日本へ到着した日本人軍事捕虜
からの郵便はがきは、合計 1,153,968 通とされている16。『読売新聞』は 46 年 12 月 3 日、
ソ連からはがき 8 万通が届いたと報じた17。一番郵便はがきの到着数が多かったのは 47 年













                                                   
5、といったように書かれている。 
15 Civil censorship detachment, APO500, Box106, RG319, NACP.  
16 内藤陽介、前掲論、68 頁。 
17 『読売新聞』1946 年 12 月 3 日、朝刊、2 面。 
18 АВП РФ, Ф. 046, Оп. 31, папка. 289а, д. 16, л. 83, 88. 
19 内藤陽介、前掲論、77-78 頁。 
20 同プロジェクトの詳細ついては第 4 章を参照されたい。 
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第 3 章は、日本人軍事捕虜に対する教化が始まった 45 年 9 月からほとんどの軍事捕虜が























                                                   
21 敵対勢力の内部に紛れ込んで、諜報活動を行う部隊の工作員。 


































                                                   
23『復刻・日本新聞Ⅱ』朝日新聞社、473 頁。 
24『復刻日本新聞Ⅲ』朝日新聞社、528 頁。 
25 1935 年にドンバス炭砿でアレクセイ・スタハーノフが 1 日の平均ノルマを 14 倍上回る
成果を出したことが由来。 
26 若槻泰雄、前掲書(上)、202 頁。 
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特に 11 月はピークに達していたと書いている。49 年は、反米感情が強く、帰還者の暴力的
な活動が極端に目立った年28であり、一般市民に対する態度も非常に冷淡で、大声で共産主
                                                   
27 名越建郎「GHQ 全土でソ連スパイ狩り」、時事解説、2001 年 10 月 9 日。名越は「プ
ロジェクト・スティッチ」について言及している。 
28 日本外交史料館の史料によると、「京都事件」以降に発生した事件は次の通りである。 
6 月 30 日永徳丸入港：京都駅にて検挙された労組員の釈放を要求、上野到着者は日比谷
公会堂、国鉄労組、共産党本部、引揚援護庁、首相官舎へいき要求を提出。７月 20 日
大都丸入港：復員業務拒否のため 21 日に上陸を延期。7 月 25 日信洋丸入港：復員業務
拒否。パンに虫がいたとして船長他 3 名を吊し上げた。警察官が介入し公務執行妨害で









義歌を歌い、他の帰還者を扇動したと分析、この扇動活動のピークは 49 年 6 月 4 日の「京
都事件」に表れていると記している。日の丸を片手に 12 月に帰還を果たしたグループも『朝
日新聞』を基に記録していた29。 








連派と反ソ連派の特に顕著な例を見ると、48年 11月 1日に到着した英彦丸には 62.6％が、
11 月 2 日の高砂丸には 55.2％、12 月 3 日の永徳丸には 48.6％がソ連と共産主義両方にネ
ガティブな印象を持つ者が乗船していた。反対に、11 月 18 日の朝嵐丸には 44.8/％、11 月


















                                                   
29 “Project Stitch”, op, cit. 
30 “Repatriation of Japanese Prisoners of War.” op.cit. pp. 171-176. 
31 Гаврилов. В.А, Катасонова. Е.Л. Японские военнопленные в СССР 1945-1956. с. 
384. 























とも、リンガー史料の特徴である。ソ連は 1949 年 8 月にカザフスタンのセミパラチンスク
での核実験を成功させたが34、それに関して、「リンガー調書」では、次のような証言が記録








月 12 日の時点で、ソ連には未だ 40 万人の日本人が抑留されていると報じた37。しかし、実
際ソ連には 49 年 12 月 19 日の時点で 7,153 人の有罪を宣告された日本人軍事捕虜が残さ
                                                   
33 “Wringer Reports”, Ibid. Box 28. 
34 下斗米伸夫『アジア冷戦史』、2004 年、中央公論新社、28-29 頁。 
35 “Wringer Reports”, Ibid. Box27. 
36 “Wringer Reports”, Ibid. Box32. 
37 ГА РФ. Ф. 4459. оп. 27, д. 9259, л. 78. 
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38 ГА РФ. Ф. 9401. оп. 2, д. 236, л. 320. 
39 Катасонова. Е.Л. Японские военнопленные в СССР. c. 192. 




























                                                   
41『朝日新聞』1947 年 11 月 7 日、朝刊、1 面。 
